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オイルバニッシュ
油脂分解微生物製剤（有機系排水処理施設用） 特許 第6099054号

食品工場などの排水中の油脂分解による環境改善、
油脂廃棄処分コストの削減に威力を発揮します！

分解力 UP！ コスト DOWN！

オイルバニッシュは、油脂を強力に分解する新規酵
母（特許第6099054号）を配合した微生物製剤。培
養で活性化された菌を投入することで、排水処理施
設での油脂の処理に優れた効果を発揮します。
配合している酵母は、クエン酸生産菌としてアメリ
カ食品医薬品局（FDA）より安全基準合格証
（GRAS）を与えられている酵母と同種であり、食品
工場などの有機系排水処理施設にて安心してお使
いいただけます。

❶ 特許を取得した新規酵母配合で油脂分解力アップ

❷ 排水中のn-Hexを大幅に低減し法規制をクリア

❸ 油脂の蓄積量低減により廃棄処分の費用削減

❹ 簡単作業で作業者の負担軽減

❺ 油脂の腐敗などによる悪臭を低減し環境保全

有機系排水処理施設に

オイルバニッシュが
解決します！

有機系排水処理施設用

油脂の
処分費用
で困っていませんか？

排水に
含まれる油脂
で困っていませんか？

惣菜・弁当
製造工場

乳製品
製造工場

菓子
製造工場

製パン工場
etc

食肉加工
工場

容量
（kg/袋）

排水量の目安
（m3/日）

梱包数
（袋/箱） 荷 姿 使用量

0.9
3.6

注記　排水量に対する使用量は、現場の状況によって異なる場合があります

100
400

4
4

0.9kgアルミ袋
3.6kgアルミ袋

1袋/週
1袋/週

容量
（L）

排水量の目安
（m3/日）

製品寸法
（W×D×H mm）

重量
（kg）

注記　使用する培養装置は、現場の状況によって異なる場合があります

40
80
160

100
200
400

510×640×1022
510×870×1124
650×925×1210

135
145
170

3.6kg 0.9kg

80L

製品仕様 自動培養装置仕様

オイルバニッシュの効果で「SDGs」を推進
12.2
12.4
12.5

14.16.3



■ 国内の生産拠点
■本社 技術研究所・関工場
岐阜県関市新迫間12番地
TEL(0575)24-6180　FAX(0575)24-6185

■関第2工場
岐阜県関市新迫間12番地
TEL(0575)24-4163　FAX(0575)24-5010

■坂祝工場
岐阜県加茂郡坂祝町深萓1187-15
TEL(0574)28-2807　FAX(0574)28-2809

■美濃加茂工場
岐阜県美濃加茂市加茂野町加茂野606-2
TEL(0574)28-6235　FAX(0574)28-6239

■広島工場
広島県東広島市八本松町原10883-21
TEL(0824)29-0421　FAX(0824)29-0208

■埼玉工場
埼玉県比企郡滑川町大字都25-4
TEL(0493)56-4300　FAX(0493)56-4087

■埼玉第2工場
埼玉県比企郡滑川町大字都25-3
TEL(0493)57-2100　FAX(0493)57-2110

本社  技術研究所・関工場・関第２工場 坂祝工場

美濃加茂工場

埼玉工場 埼玉第2工場

広島工場

Corporate DATA

■ 海外拠点

■ 関連企業

アメリカ｜シーシーアイ・マニュファクチャリング・イリノイ（株）

ドイツ　｜シーシーアイ・マニュファクチャリング・ドイツ（株）

メキシコ｜シーシーアイ・マニュファクチャリング・メキシコ（株）

ブラジル｜シーシーアイ ブラジル（有）

タイ　　｜シーシーアイ・オートモーティブ・プロダクツ（株）

　　　　　バンコクオフィス

台湾｜禧禧艾（台灣）股份有限公司

中国｜禧禧艾（南通）化工有限公司

　　　禧禧艾合成金属制品（昆山）有限公司

　　　禧禧艾（佛山）汽車部品有限公司

　　　禧禧艾貿易（香港）有限公司

シーシーアイホールディングス株式会社

シーシーアイビジネスサービス株式会社

下田エコテック株式会社

■ 名称

■ 本社所在地

■ 創立年月日

■ 払込資本金

■ 従業員数

■ 主力取引銀行

■ 事業内容

シーシーアイ株式会社

1949年（昭和24）5月31日

12億 6,000万円

連結582名

〒501-3923　岐阜県関市新迫間12番地

TEL（0575）24-4111　FAX（0575）24-4199

代表取締役社長　岡部 鉄也

大垣共立銀行、十六銀行、みずほ銀行、三菱ＵＦＪ銀行、三菱ＵＦＪ信託銀行

カーケミカル、カーケア用品、樹脂・ゴム製品、防音材、制振材等の開発・製造・販売

https://cci-corporation.com
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使用方法・性能データオイルバニッシュ
■ 使用方法（排水量400m3/ 日の場合）製剤投入頻度 ： 1 回 / 週、培養液投入頻度 ： 1 回 /日（自動）　

完了ボタンを押す 1日1回培養液20Lを処理槽へ投入

培養装置

散気管
7日間自動で
繰り返される

ブロワー

給 水 製剤投入 培 養 培養液の投入

自動ボタンを押す
160L 自動給水

1袋（3.6kg)を
投入する

オイルバニッシュ

■ 食品工場A　（排水量400m3/日、下水放流、油脂の廃棄処分なし、排水基準に不合格）

■ 食品工場B （排水量400m3/日、下水放流、油水分離槽の浮上油脂を廃棄、排水基準には合格）

原水のn-Hexが高負荷
(投入前の約1.7倍)でも
排水基準に合格 オイルバニッシュ投入

❷オイルバニッシュ投入

❶油水分離槽を廃止

項 目 原 水 放流水 （排水基準） 原 水 放流水
n-Hex
SS
BOD

142
292
957

242
96

1,113

  39（30以下）
389（600未満）
284（600未満）

　23
179
250

×
○
○

○
○
○

注記　N=54の平均値

mg/L mg/L

注記　Ｎ=48の平均値

投入前

投入前

投入後

月々40万円の
コストダウン
（年間480万円）

項 目 費 用 項 目 費 用
投入前 投入後

浮上油脂の
廃棄処分費

60万円/月 0万円/月
20万円/月

浮上油脂の
廃棄処分費
製剤費

❶

❷
（廃棄なし）（20m3/月）

処理槽

■ ラボ試験　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                　　● オイルバニッシュ   ◯ A 社品　△ B 社品　□ C社品

広い温度範囲およびpH範囲において高い油脂分解力を示し、
大幅なコストダウンが可能
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■ 実証試験


